
東北文教大学人間科学部留学生別科規程 

 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、東北文教大学学則第 59 条に規定する東北文教大学人間科学部留学生

別科（以下「別科」という）に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（入学定員） 

第２条 別科の入学定員は 15 名とする。 

（修学年限） 

第３条 別科の修業年限を１年とする。ただし、特に希望する者については、審査のうえ、

１年間の延長を認める。 

（教 員） 

第４条 別科の授業は、本学の専任教員及び兼任教員が担当する。 

（別科長） 

第５条 別科に別科長を置く。 

  ２ 別科長は別科を代表し、別科の業務を統括する。 

（別科運営） 

第６条 別科運営に関する事項については、留学生別科会議において審議する。 

（学年・学期及び休業） 

第７条 別科の学年、学期及び休業については、本学学則を準用する。 

（授業科目） 

第８条 授業科目及び単位は、別表のとおりとする。 

（単位の授与） 

第９条 授業科目を履修し、その試験に合格した学生には、所定の単位を与える。 

  ２ 試験に関する事項は、別に定める。 

（学習成績） 

第１０条 学習成績の評価は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄをもって示し、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格、

Ｄを不合格とする。 

   ２ 評価に関する事項は、別に定める。 

（修了要件） 

第１１条 別科を修了するためには、１年以上在学し、所定の授業科目について 26 単位(780

時間)以上を修得しなければならない。 

（修 了） 

第１２条 前条の修了の要件を満たした者については、教授会の審議を経て、学長が修了を



認定する。 

    ２ 学長は、修了と認定された者に、修了証書を授与する。 

（入学の時期） 

第１３条 入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学資格） 

第１４条 別科に入学できる者は、次の各号に該当する者とする。 

    （１）学校教育における１２年の課程を修了（修了見込みも含む）した者、又は、

これと同等以上の学力があると認められる者 

（２）出入国管理及び難民認定法において、在留資格に支障のない者 

（３）日本語能力検定試験Ｎ５以上の者、又は、これに準ずる者 

（入学の出願） 

第１５条 別科に入学を志望する者は、本学所定の書類に検定料を添えて願出なければなら

ない。 

    ２ 出願の時期・方法・書類等については、募集要項等に定める。 

（入学者） 

第１６条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選抜を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第１７条 前条の選抜の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、所定

の書類を提出するとともに、所定の入学金等を納付しなければならない。 

   ２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

（休学及び退学等） 

第１８条 休学、復学及び退学等については、本学学則を準用する。 

（科目等履修生） 

 第１９条 別科における授業科目を履修することを志願する者があるときは、 別科の教育

に支障のない限り、選考のうえ、学長が別科科目等履修生として受入を許可する。 

２ 別科科目等履修生に関し必要な事項は別に定める。 

（検定料等の金額） 

第２０条 別科の検定料、入学金、授業料等の金額は、別に定める。 

（既納の学生納付金） 

第２１条 納付された検定料及び入学金等の納付金は、原則として返還しない。 

（準 用） 

第２２条 この規程に定めるもののほかは、本学学則を準用する。 

（規程の改正） 

第２３条 この規程の改正は、教授会の審議を経て、学長が行う。 



 

附則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

この改正規程は、令和５年４月１日から施行する。 

この改正規程は、令和６年２月 15 日から施行する。 

この改正規程は、令和６年４月１日から施行する。 

この改正規程は、令和７年４月１日から施行する。 

 


